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１．研究計画の概要 

セルバーグ跡公式は、保型形式の整数論の
研究における強力な道具の一つであるが、扱
うリー群の実階数が高い場合、跡公式自身が
大変複雑な形をしており、直接には応用しに
くい形をしている。現在、さまざまな方向へ
の跡公式の簡易化、一般化が研究されており、 
保型形式の整数論の研究において重要な役
割を果たしている。本研究では、このセルバ
ーグ跡公式と本質的に同等な情報を含むレ
ゾルベント跡公式の一般化である「レゾルベ
ント型跡公式」の理論の構築、更なる一般化、 
得られた跡公式に基づいた保型形式やゼー
タ関数の研究をすすめる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
（１）非コンパクトなカスプ付き双曲多様体
に対するセルバーグ跡公式について研究し
た。基本表現をＫタイプにもつ試験関数に対
して、跡公式の幾何学的辺の各局所項を詳細
に調べることによって、セルバーグ跡公式の
“不変部分”を取り出すことが出来た。特に、
放物的元からの寄与である“重み付軌道積
分”のフーリエ展開について、より明示的な
公式を得た。得られた明示的な“不変”セル
バーグ跡公式を用いて、セルバーグゼータ関
数、ルエルゼータ関数について全平面への有
理型解析接続、原点における特異位数の明示
公式、関数等式を証明した。 
 
（２）ヒルベルトモジュラー曲面に対するセ
ルバーグ跡公式について研究した。Ｋタイプ
が自明であるエフラットの跡公式をＫタイ
プが非自明な場合に拡張し、“重さ”が異な

る二つの跡公式の両辺を比較することによ
って、スペクトル辺から特別な表現の系列を
抽出した“跡公式の差分”を得た。得られた
跡公式の差分を用いてセルバーグ型ゼータ
関数を構成し、全平面への有理型解析接続や
関数等式を証明した。一般に群の階数が高い
とき跡公式は大変複雑な形をしているが、今
回得られた方法で跡公式のある種の簡易化
が得られることがわかり、そういった点でも
興味深いと言える。 
 
（３）ヒルベルトモジュラー多様体に対する
セルバーグ型ゼータ関数について研究を行
った。今回はヒルベルトモジュラー群のある
タイプの双曲－楕円共役類に対して、ある種
のセルバーグ型ゼータ関数を定義した。１次
のときはモジュラー群に対するセルバーグ
ゼータ関数と一致し、解析的性質はよく知ら
れている。２次のときは既に研究を行ったセ
ルバーグ型ゼータ関数に一致する。これらの
セルバーグ型ゼータ関数は、エフラットの跡
公式をいくつか組み合わせることによって
全平面への有理型解析接続が示せることが
分かった。重さの異なるエフラットの跡公式
を組み合わせて得られる跡公式の差分には、
そのスペクトル辺に主系列表現と特定の離
散系列のテンソル積になっている表現の系
列が現れるなど、跡公式のある種の細分化に
なっており、そういった点でも大変興味深い
といえる。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）階数の高い跡公式の簡易化、細分化
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の一つの方法として“跡公式の差分”が定式
化出来た。さらに得られた跡公式の差分を用
いて、今までによくわかっていなかった高階
数の群に対するセルバーグ型ゼータ関数が
定義でき、その解析的性質の研究がすすんだ
のが主な理由である。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）現在までに得ているヒルベルトモジュ
ラー多様体に対するセルバーグ跡公式の“差
分”と階数１の双曲－楕円共役類に関するセ
ルバーグ型ゼータ関数の研究の応用、さらな
る発展について研究を推進する。特に、数論
的応用については、セルバーグ型ゼータ関数
を総実代数体の言葉で書き直して、その解析
的性質から代数体の類数や単数基準の分布
などの漸近展開の研究を行う。 
 
（２）階数２のレゾルベント型跡公式の“差
分”について研究する。階数２のリー群上の
特異点をもった球関数からポアンカレ級数、
グリーン関数を構成し、それらを核とする積
分作用素を構成する。このとき、球関数の生
成する表現としてはヤコビ主系列表現のよ
うに離散系列表現と１次元のパラメーター
で記述できる表現を扱う。次に、シフト作用
素で移りあう離散系列を二つ固定し、それぞ
れにたいして上記グリーン関数を構成する。
最後にこれらのグリーン関数の“差分”から
構成される積分作用素の跡を計算する. こ
のような方針で研究を推進する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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